
 

～「いっしょに読もう」で深まる絆 つながる読育
よ み い く

～

■期日 ：３月 12日(木) 
■時間 ：18：45～ 
■場所 ：文化センター大会議室 
■内容 ：大人の方による大人の方のための 
    おはなし会です。 
■テーマ：春(薄桃) 
■参加費：無料【要申込】☎83-1134 
＊なつかしい昔話、ドキドキする話、愉快な 
外国の話…日常を離れて、様々なおはなしの
世界にひたってみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 日 月 火 水 木 金 土 

本館 
１ 

 
２ 

休館日 

３ 
 

４ 

 

５ 

おはなし会 0.1.2 
1.2歳向 10:30～ ６ 

 
７ 

春をよぶお楽しみ会 
14:00～ 

分館 休館日     寛忌 
菊池寛 

 

本館 

８ 

節忌 

長塚節 
９ 

休館日 
10 

 
11 

 

12 

四季のおはなし会 

18:45～ 
13 

 

14 
 

分館 休館日   
  野想忌 

内田康夫 
 

本館 

15 
 

16 
休館日 

17 
 家族 

18 
読書 
の日 

ねぇ、この本よんで! 
10:30～11:30＆ 
15:30～16:30 

19 

おはなし会 0.1.2 

0歳向 10:30～ 
㊗ 

春分 

20 
の日 

 

21 

小学生向おはなし会 
11:00～ 

分館 休館日 
横超忌 

吉本隆明 
    

 
 

本館 

22 

貝殻忌 
新美南吉 

23 
休館日 

24 
 

25 
 

26 
 

27 
蔵書整理休館 

28 
 

分館 休館日    
犀星忌 
室生犀星 

赤彦忌 
島木赤彦 

邂逅忌 

椎名麟三 

本館 
29 

風信子忌 

立原道造 30 
休館日 

31 
 

4/1 
新年度準備休館 

２ 
 

３ 
 

４ 
 

分館 休館日       

図書館カレンダー３月 

駒ヶ根市立図書館 本館:83-1134 
中沢分館:83-5125 東伊那分館:82-4664 

【ありがとう Books】は 
１８日㈬～です。 

★開館時間★  本館：9:30～18:30  分館：(月～金)14:00～18:00・(土)9:30～正午 
★ 休館日 ★  本館：月曜日(祝日の場合は開館して火曜日振替)・最終金曜日 分館：日曜日・祝日 

今月の折り紙 
『男びな･女びな･こま』他(おり姫倶楽部さん提供)  
＆『うさびな･クローバー』他です。 
カウンターにありますのでお一人ひとつどうぞ!! 

☆お子さんの読ん
で欲しい本を司書
やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌが 
読みます 

☆わらべうた 
あります♪ 

☆語りあります♪ 
★おはなし会スタンプ 
ラリーやってます★ 

★ 

☆わらべうたあります♪ 

★駒ヶ根市立図書館では、現在、多くの企業様等に雑誌 
スポンサーとして、各種雑誌をご提供頂いております。 
雑誌スポンサー制度は、現在、市立図書館で購読中の 
雑誌をスポンサーさんに提供して頂くものです。 
 提供して頂いた雑誌にはスポンサーさんの紹介や宣伝 
文言を表示して、市民の皆さまに利用して頂いております。 
また、折に触れ、スポンサーさんの紹介もさせて頂きます 
ので、ご興味のある方は図書館までお問合せください。 
雑誌スポンサーは企業様の他、個人でも登録可能です。 
 
★令和８年３月現在、2２団体４０誌の雑誌提供を受けて
います。 

 こちらの雑誌は 

     様の 

ご提供です 

このようなシールを 
雑誌１冊１冊に貼って
貸出しています。 

前回(12/11)のプログラム 
☆ハンドベル『牧人ひつじを』 
☆語り『１２つきのおくりもの』 
☆絵本『ふたりの 

サンタおじいさん』 
☆語り『雪女』 
☆語り『すもうにかった 

びんぼうがみ』 



 

（絵本）うごきえほん こんどう りょうへい/さく かきのきはら まさひこ/こうせい 
やまもと なおあき/しゃしん 福音館書店 

（絵本）ぼくはうんのいいねこ                池田 あきこ/著 ほるぷ出版 
（錯覚）脳がだまされる!?だまし絵の科学～どう見える？錯覚の秘密を解き明かせ！～ 
                              竹内 龍人/著 誠文堂新光社 
（歳時記）ノラネコぐんだんはるなつあきふゆ～きせつにしたしむえほんさいじき～ 

工藤 ノリコ/原作 みすみ/ともこ/ミニチュア制作 白泉社 
（医学）知るのが楽しくなる毛のひみつ             しょこら・ぺす/絵 創元社 
（手芸）ひつじのぼうし～手芸の絵本～ おがた れいこ/さく はら かずお/しゃしん 誠文堂新光社 
（ｽﾎﾟｰﾂ）スポーツのひみつ～知識とデータで深く楽しめる競技の魅力～ 

「スポーツのひみつ」編集室/著 メイツユニバーサルコンテンツ 
（低学年）ココとナツのひなまつり～おねえちゃんときせつのおはなし～ 

いとう みく/作 つじむら あゆこ/絵 岩崎書店 
（読み物）妖怪の子、育てます～⑥妖怪奉行のとんでもない一日～  

廣嶋 玲子/作 Ｍｉｎｏｒｕ/絵 東京創元社 
（ヤング）１３歳からの哲学的思考～予測不能な未来を生き抜くための最強スキル～ 
                                  星 友啓/著 ソシム 
   
（小説）晴れの日の木馬たち                    原田 マハ/著 新潮社 
（小説）怨嗟の回廊～警視庁特殊事件対策班 ボーダーズ⑤～      堂場 瞬一/著 集英社 
（小説）探偵小石は恋しない                    森 バジル/著 小学館 

（ＩＴ）子どものＳＮＳ禁止より、大人のＸ規制が必要な理由     岡嶋 裕史/著 光文社 

（占星術）私らしく生きるためのご自愛占星術         七嶋 ナオ/著 朝日新聞出版 
（歴史）「ナンバー２の日本史」                 本郷 和人/著 早川書房 

（高齢者）ぼくたちはどう老いるか             高橋 源一郎/著 朝日新聞出版 
（医学）あてるだけカイロ健康法～痛みと不調がみるみる改善～    久保 和也/著 あさ出版 

（料理）植物生まれのフライパンおやつ～白崎茶会～          白崎 裕子/著 扶桑社 
（盆栽）育て方がよくわかる盆栽図鑑～人気品種の盆栽作業をプロセス写真で詳解～ 

広瀬 幸男・広瀬 信幸/著 日本文芸社 
（山岳）山岳遭難の教訓～ドキュメント遭難～           羽根田 治/著 山と溪谷社 
（ｴｯｾｲ）今だからわかること～８４歳になって～         末盛 千枝子/著 KADOKAWA 
（外国文学）『高慢と偏見』殺人事件   クローディア・グレイ/著 不二 淑子/訳 早川書房 

他にもコーナーあります!!   
＊『東日本大震災 15 年』＊『本屋大賞』 
＊『ひなまつり→もうすぐ入園・入学』 
＊『落語とばけもの→かこさとし科学の世界』 
＊『お金の大切さを知ろう』等々 
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☆図書館のＨＰでも見ることができます 
http:// library.city.ina.nagano.jp/komagane-lib/ 

 

今月のコーナー 

 

の出てくる 
ことわざ 

【児童サブコーナー】 

『かこさとし科学の世界』 

＊２０２６年はかこさとしさん生誕１００周年にあたりま
す。コーナーでは絵本作家、児童文学者でありながら工
学博士でもある著者の、数多くの著作の中から科学関
連の本を集めて展示貸出しています。 

竹馬の友 (ちくばのとも) 

＊子どもの頃からの親友や幼馴染のこと「竹馬(たけうま)」は一本の棒 
を馬に見立てたもので、幼い頃から竹馬で駆け回って一緒に遊んだ友だち
という意味から。(ことわざ辞典より) 

【一般メインコーナー】 

『若い人に贈る読書のすすめ』 
＊読書推進運動協議会は例年、成人式・卒業式など新た
な人生の一歩を踏み出す若い人にぜひ読んでもらいたい
本を選定し推薦しています。コーナーでは、選定された本
の中から当館所蔵の本を集めて展示貸出しています。 
 
 

『月収』 
原田 ひ香/著 
中央公論新社 

『これから大人になるアナタ
に伝えたい１０のこと』 
サヘル・ローズ/著 

童心社 

『僕には鳥の言葉が 
わかる』 

鈴木 俊貴/著 
小学館 

『はははのはなし』 
加古 里子/著 
福音館書店 

『かわはながれる 
かわははこぶ』 
かこ さとし/絵と文 
農山漁村文化協会 

『だいこんだんめん 
れんこんざんねん』 
加古 里子/作 
福音館書店 

自分を愛し、他者と

手を取り合って生き

ていくヒントが詰ま

った「人生指南書」 

 

お金をテーマに

した人間ドラマ 

「シジュウカラが 20以

上の単語を組み合わせて

文を作っていること」を

解明した研究者による 

科学エッセイ 

グリム童話 

マレーン姫より 


